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東
京
土
建
で
は
毎
年
、
都
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
に
、
「
建
設
国
民

健
康
保
険
組
合
へ
の
東
京
都
補
助

金
に
つ
い
て
の
賛
同
署
名
」
を
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
度（
2
0
1
8
年
度
）

の
東
京
都
予
算
編
成
に
向
け
て

は
、
今
年
は
都
議
会
議
員
選
挙
が

行
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
例
年
6

月
か
ら
の
取
り
組
み
を
5
月
に
前

倒
し
し
候
補
者
の
方
も
含
め
て
要

請
し
ま
し
た
。

賛
同
署
名
を
い
た
だ
い
た
議
員

は
以
下
の
皆
さ
ん
（
9
月
1
日
現

在
、
敬
称
略
）
で
す
。
今
後
も
要

請
を
す
す
め
て
て
い
き
ま
す
。

【
葛
飾
区
】
米
川
大
二
郎
（
都
）
、

和
泉
な
お
み
（
共
）
、
舟
坂
ち
か

お
（
自
）
。

【
台
東
区
】中
山
ひ
ろ
ゆ
き（
都
）。

【
墨
田
区
】
加
藤
雅
之
（
公
）
、
川

松
真
一
朗
（
自
）
。

【
江
戸
川
区
】
田
の
上
い
く
こ

（
都
）
、
河
野
ゆ
り
え
（
共
）
。

【
板
橋
区
】と
く
と
め
道
信（
共
）、

宮
瀬
英
治
（
民
）
。

【
豊
島
区
】
米
倉
春
奈
（
共
）
。

【
島
嶼
部
】
三
宅
正
彦
（
自
）
。

【
品
川
区
】伊
藤
こ
う
い
ち（
公
）、

白
石
た
み
お
（
共
）
。

【
大
田
区
】
藤
井
一
（
公
）、
遠
藤

守（
公
）、
藤
田
り
ょ
う
子（
共
）、

神
林
茂（
自
）、
鈴
木
章
浩（
自
）。

【
世
田
谷
区
】福
島
り
え
こ（
都
）、

木
村
基
成
（
都
）
、
栗
林
の
り
子

（
公
）、里
吉
ゆ
み
（
共
）、
三
宅
茂

樹
（
自
）
、
山
口
拓
（
民
）
、
小

松
大
祐（
自
）、
大
場
康
宣（
無
）。

【
新
宿
区
】
大
山
と
も
子
（
共
）、古

城
ま
さ
お
（
公
）
、
秋
田
一
郎

（
自
）
。

【
中
野
区
】
荒
木
ち
は
る
（
都
）
、

高
倉
良
生
（
公
）
、
西
沢
け
い
た

（
民
）
。

【
三
鷹
市
】中
村
ひ
ろ
し（
民
）。

【
立
川
市
】
清
水
孝
治
（
自
）
。

【
府
中
市
】小
山
く
に
ひ
こ（
都
）。

【
八
王
子
市
】両
角
み
の
る（
都
）、

清
水
ひ
で
子
（
共
）
、
伊
藤
し
ょ

う
こ
う
（
自
）
。

【
日
野
市
】
古
賀
俊
昭
（
自
）
。

【
南
多
摩
】
石
川
良
一
（
都
）
。

【
北
多
摩
4
】原
の
り
子（
共
）。

【
西
東
京
市
】石
毛
し
げ
る（
都
）。

【
北
多
摩
1
】尾
崎
あ
や
子（
共
）。

品川支部の関口副委員長（右）、小林副
委員長が白石都議に要請書を渡す

中野支部は長浜委員長（前列右）を先頭に荒
木都議（前列左、5月24日撮影当時は候補者）
からも署名をいただきました

【
新
宿
・
大
工
・
隅
田
祐
太
郎

記
】
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
宿

区
主
催
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
「
し
ん

じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
が
9
月

3
日
、
新
宿
戸
山
公
園
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
区
と
し
て
も
減
災

防
災
に
と
て
も
力
を
入
れ
て
い
る

事
か
ら
、
互
い
の
要
求
と
し
て
昨

年
の
第
1
回
目
か
ら
参
加
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。
我
々
チ
ー
ム
Ｎ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
の
活
動
の
場
と
し
て

区
民
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶
好
の

舞
台
で
す
。

チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
の
出
し

物
は
3
つ
。
以
前
、
墨
田
支
部
の

防
災
チ
ー
ム「
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」

か
ら
学
ん
だ
「
倒
壊
家
屋
の
救
助

演
習
」
を
新
宿
支
部
流
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
も
の
を
や
り
ま
し
た
。
実

際
現
場
で
出
た
廃
材
の
み
で
作
っ

た
倒
壊
家
屋
は
、
と
て
も
リ
ア
リ

テ
ィ
が
あ
る
ら
し
く
区
の
職
員
や

区
民
か
ら
多
大
な
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
2
つ
目
は
土
嚢
の
作

り
方
、
一
輪
車
を
使
っ
た
土
嚢
の

運
び
方
の
体
験
、
そ
し
て
3
つ
目

は
工
作
教
室
で
す
。
災
害
時
に
役

立
つ
万
能
台
を
製
作
し
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
の

存
在
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
地

域
か
ら
頼
ら
れ
る
地
場
職
人
と
し

て
職
域
防
衛
に
も
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

除去土壌の仮置き場。国は2～3年で何
とかすると言っていたが…

【
江
戸
川
・
書
記
・
中
村
安
彦

通
信
員
】
一
之
江
北
分
会
長
の
本

田
光
則
さ
ん
は
福
島
県
本
宮
市
の

出
身
。
今
夏
、
帰
郷
の
際
に
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
生
の
声

を
知
り
た
い

と
全
建
総
連

本
宮
を
訪

ね
、
副
理
事

長
の
武
田
宗

秀
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

福
島
の
浜
通
り
は
原
発
事
故
の

た
め
、
今
も
入
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
大
玉
村
に
も
避
難
し
て
き
た
人

が
多
く
住
ん
で
い
て
、
復
興
住
宅

建
設
に
は
武
田
さ
ん
も
携
わ
り
ま

し
た
。
震
災
前
よ
り
工
事
売
上
が

8
分
の
1
に
減
っ
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
震
災
で
の
仕
事
減
は
何
と

も
思
わ
な
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
一
方
、
放
射
能
被
害
は
深
刻
。

今
も
除
去
さ
れ
た
土
壌
が
、
街
の

あ
ち
こ
ち
で
「
仮
置
き
」
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
は
2
〜
3
年
で
何
と

か
す
る
と
い
っ
て
ま
し
た
が
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
、
大
玉
村
に
も
1

千
立
米
の
汚
染
土
壌
が
あ
る
そ
う

で
す
。
「
地
震
は
仕
方
な
い
が
、

原
発
被
害
は
人
が
起
こ
し
た
も

の
。
浪
江
町
は
じ
め
福
島
第
1
原

発
付
近
の
人
は
自
分
の
街
に
帰
り

た
い
と
思
っ
て
い
る

よ
」
と
武
田
さ
ん
。

し
か
し
負
け
て
は

い
ま
せ
ん
。
今
年
2

月
に
、
全
建
総
連
本

宮
の
組
合
員
が
結
集
し
、
村
道
脇

広
場
に
伝
統
建
築
「
東
屋
」
を
施

工
し
ま
し
た
。「
組
合
員
の
技
が
村

の
景
観
に
活
か
さ
れ
る
」
と
い
う

武
田
さ
ん
の
誇
ら
し
い
声
に
勇
気

づ
け
ら
れ
た
本
田
さ
ん
で
し
た
。

倒壊家屋からの救助演習に取り組む新宿
支部チームＮＡＭＡＺＵの仲間

【
葛
飾
・
書
記
・
沼
美
幸
通
信

員
】
第
5
回
目
と
な
る
東
北
復
興

支
援
住
宅
デ
ー
を
、
気
仙
沼
市
内

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
新

し
く
住
宅
が
建
て
ら
れ
、
被
災
し

た
方
々
が
移
住
し
た
地
域
で
開
催

を
し
ま
し
た
。

開
催
地
の
気
仙
沼
市
松
崎
鶴
巻

地
区
は
、
9
月
16
日
に
鶴
巻
二
区

自
治
会
が
新
た
に
発
足
し
ま
す
。

葛
飾
支
部
が
開
催
す
る
住
宅
デ
ー

を
前
祝
と
し
て
行
な
い
た
い
と
要

望
を
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
で
開
催

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

有
志
の
方
々
の
支
援
で
、
お
祝

い
と
し
て
来
場
者
へ
く
じ
引
き
も

用
意
。
上
棟
式
の
お
菓
子
も
増
量

し
、
例
年
に
比
べ
力
の
入
っ
た
内

容
と
な
り
ま
し
た
。
1
人
1
回
の

く
じ
引
き
は
好
評
で
、
も
ら
っ
た

景
品
を
し
っ
か
り
抱
え
、
落
と
し

て
も
転
ん
で
も
絶
対
自
分
で
持
つ

と
譲
ら
な
い
子
も
い
ま
し
た
。

鶴
巻
二
区
自
治
会
の
会
長
か
ら

は
、
住
民
同
士
の
交
流
に
も
な
っ

た
と
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
新

た
な
自
治
会
で
、
復
興
の
象
徴
と

な
る
よ
う
な
活
発
な
取
り
組
み
が

で
き
る
よ
う
に
、
願
い
を
こ
め
た

住
宅
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

【
多
摩
西
部
・
書
記
・
堀
口
利

夫
記
】
全
建
総
連
東
京
都
連
傘
下

の
7
組
合
で
構
成
す
る
「
多
摩
西

北
地
区
協
議
会
」
は
8
月
25
日
、

立
川
市
の
「
ア
イ
ム
」
で
公
契
約

条
例
を
推
進
す
る
学
習
シ
ン
ポ
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
1
1
0
人
で
、
立
川

・
昭
島
・
東
大
和
・
青
梅
の
各
市

の
担
当
課
長
や
各
会
派
市
議
会
議

員
（
7
市
12
人
）
、
地
元
立
川
の

建
設
業
協
会
、
三
多
摩
労
連
、
自

治
労
立
川
市
職
な
ど
多
方
面
か
ら

の
出
席
を
え
て
、
古
川
景
一
弁
護

士
の
講
演
を
中
心
に
学
習
し
ま
し

た
。古

川
さ
ん
は
「
公
共
工
事
は
安

け
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
終
わ

っ
た
。サ
ー
ビ
ス
の
品
質
の
確
保
、

公
正
競
争
の
実
現
、
賃
金
の
下
支

え
、
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の
実

現
」
が
公
契
約
条
例
に
よ
っ
て
確

保
さ
れ
る
と
今
日
的
な
意
義
を
強

調
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
自
治
体
担
当
者
か
ら

は
「
公
契
約
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
一
定
明
確
と
な
っ

た
」
、
ま
た
議
員
か
ら
は
「
業
界

団
体
な
ど
と
も
意
見
交
換
し
て
進

め
て
い
っ
た
ら
」
な
ど
と
貴
重
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「いいモノが当たるといいな」

ナ
マ
ズ
を
ア
ピ
ー
ル

気仙沼で復興住宅デー

新宿

住民交流に貢献

区
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
実
演

葛
飾

多摩西北

公
契
約
で
シ
ン
ポ

自
治
体
の
課
長
も
参
加

福
島
の
生
の
声
を
聞
く

江
戸
川
の
本
田
光
則
さ
ん


